
「血の通ったデータだ。世界中の誰にでも意味す
ることが分かる」と遺訓を発信する可能性を語る
渡辺英徳准教授＝東京都日野市・首都大学東京「生き残った人の情報だけでは教訓は残されない。

亡くなった人の情報の意義は大きい」と語る今村
文彦教授＝仙台市・東北大災害科学国際研究所

　今村　文彦氏（いまむら・ふみひこ）

　東北大卒、同大大学院修了。 年東北

大大学院工学研究科付属災害制御研究セ

ンター教授。 年同大災害科学国際研究

所長。 歳。山梨県出身。

　
｜
岩
手
日
報
社
と
共
同
で

震
災
犠
牲
者
の
行
動
を
再
現

し
た
。
ど
の
よ
う
な
思
い
で

取
り
組
ん
だ
か
。

　
「
２
０
１
１
年
か
ら
震
災

ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
っ
て
き
た

が
、
基
本
的
に
は
被
災
時
に

生
き
延
び
た
方
の
デ
ー
タ
の

み
だ
っ
た
。
今
回
は
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
デ
ー
タ
し
か
載

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
経
験
だ
。
デ
ー
タ
と
い

う
と
非
常
に
ド
ラ
イ
な
感
じ

が
す
る
が
、
今
回
は
岩
手
日

報
社
が
遺
族
と
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
集
め
た
、
血
の

通
っ
た
も
の
。
一
人
一
人
の

点
を
地
図
に
置
く
時
は
心
理

的
な
重
圧
が
と
て
も
大
き
か

っ
た
」

　
「
母
親
を
介
護
し
て
い
て

亡
く
な
っ
た
方
が
い
た
。
あ

な
た
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
、
反
対
に
母
親
の
立
場
だ

っ
た
ら
｜
と
問
い
掛
け
ら
れ

て
い
る
気
が
し
た
。
た
だ
、

正
し
い
読
み
取
り
方
は
示
唆

し
な
い
ほ
う
が
い
い
。
一
つ

一
つ
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
読
ん

で
、
感
じ
て
ほ
し
い
」

　
｜
行
動
の
再
現
や
ア
ー
カ

イ
ブ
を
制
作
す
る
上
で
留
意

し
た
点
は
。

　
「
一
つ
一
つ
の
証
言
や
資

料
を
読
む
だ
け
で
は
、
一
人

の
点
に
つ
い
て
把
握
で
き
て

も
、
全
体
と
し
て
何
が
起
き

た
の
か
は
読
み
取
り
に
く

い
。
町
の
全
体
の
傾
向
を
読

み
取
れ
る
よ
う
、
平
均

分

間
で
移
動
し
た
軌
跡
を
線
の

長
さ
で
表
現
し
た
。
速
く
動

い
て
い
る
人
は
長
い
線
に
、

ゆ
っ
く
り
動
い
て
い
る
人
は

短
い
線
に
な
る
。
ど
こ
に
誰

が
集
ま
っ
て
い
く
の
か
が
読

み
取
り
や
す
く
な
る
。
今
回

の
デ
ー
タ
の
一
番
の
威
力

だ
」

　
「
な
る
べ
く
、
被
災
前
後

の
状
況
を
比
較
す
る
手
段
を

お
い
た
。
国
土
地
理
院
の
デ

ー
タ
を
使
い
、
津
波
が
襲
っ

た
直
後
と

年
前
の
航
空
写

真
を
比
較
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
震
災
直
前
の
写
真

が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
か

つ
て
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
、

津
波
が
も
た
ら
す
も
の
が

ど
う
い
う
こ
と
か
、
分
か
っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
」

　
｜
新
聞
社
と
の
共
同
で
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ

く
る
意
義
は
。

　
「
こ
こ
数
年
、
新
聞
社
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
増

え
て
い
る
。
表
現
の
手
段
と

し
て
、
新
聞
社
の
考
え
方
と

地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る

こ
と
は
相
性
が
よ
い
。
新
聞

は
見
開
き
で
並
ん
で
い
る
も

の
を
眺
め
て
相
対
を
つ
か
め

る
が
、
面
積
が
限
ら
れ
た
ウ

ェ
ブ
だ
と
難
し
い
。
で
も
地

図
な
ら
、
一
個
一
個
の
点
が

詳
細
な
記
事
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
」

　
「
地
方
都
市
の
歴
史
の
記

録
は
地
方
の
新
聞
社
が
担
っ

て
き
た
。
過
去
の
デ
ー
タ
を

わ
れ
わ
れ
の
手
法
で
、
多
く

の
人
に
開
い
て
い
く
こ
と
は

価
値
が
あ
る
こ
と
だ
」

　
｜
サ
イ
ト
を
通
し
、
犠
牲

者
が
残
し
た
教
訓
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

可
能
性
は
。

　
「
世
界
中
の
誰
で
も
見
ら

れ
る
し
、
日
本
語
が
読
め
な

く
て
も
、
こ
れ
が
意
味
す
る

こ
と
は
誰
に
で
も
分
か
る
。

特
に
、
環
太
平
洋
地
域
や
津

波
被
害
が
起
き
る
所
で
見
て

ほ
し
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ア
チ
ェ
州
の
津
波
被
災
地
バ

ン
ダ
ア
チ
ェ
で
も
同
様
の
調

査
を
す
れ
ば
、
二
つ
の
国
の

傾
向
の
違
い
も
見
え
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
」

　
｜
４
月
か
ら
米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
の
客
員
研
究
員
に
就

く
。

　
「
犠
牲
者
の
行
動
記
録
を

ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
に
生
か
す
。
今
回

の
デ
ー
タ
を
現
地
の
研
究
者

た
ち
が
題
材
に
し
、
何
か
知

見
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性

能
が
上
が
り
、
表
示
で
き
る

デ
ー
タ
の
数
も
も
っ
と
増
え

る
。
そ
う
す
る
と
、
一
つ
の

地
球
に
い
ろ
い
ろ
な
災
害
や

戦
災
の
記
録
を
載
せ
ら
れ
る

状
態
を
つ
く
れ
る
は
ず
だ
。

そ
う
す
れ
ば
、
災
害
が
い
か

に
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
誰
で
も
分

か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が

防
災
や
減
災
へ
の
第
一
歩
に

な
る
」

（
聞
き
手
は
報
道
部
・
金
野

訓
子
）

　渡辺　英徳氏（わたなべ・ひでのり）

　筑波大大学院修了。工学博士。 年首

都大学東京システムデザイン学部准教

授。これまでに「ヒロシマ・アーカイブ」

などを制作。 年４月からハーバード大

ライシャワー日本研究所客員研究員を兼

務する。 歳。大分県出身。

　
｜
震
災
犠
牲
者
の
行
動
再

現
を
ど
う
見
る
か
。

　
「
津
波
で
亡
く
な
っ
た
人

を
こ
れ
だ
け
大
規
模
、
詳
細

に
調
べ
た
例
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
地
震
、
津
波
被
害
は

生
き
残
っ
た
人
の
情
報
は
あ

っ
た
が
、
犠
牲
者
の
行
動
や

状
況
の
情
報
は
極
め
て
断
片

的
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
教
訓

は
残
せ
な
い
。
犠
牲
者
の
被

災
状
況
を
明
確
に
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

２
千
人
以
上
の
情
報
を
集

め
、
地
域
ご
と
に
ど
う
い
う

行
動
を
し
て
い
た
か
を
客
観

的
に
見
る
意
義
は
非
常
に
大

き
い
」

　
｜
注
目
す
べ
き
点
は
。

　
「
全
体
的
に
は
、
そ
の
場

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
人
と
、

行
動
し
て
い
た
の
に
被
災
し

た
人
に
分
か
れ
る
と
思
う
。

津
波
へ
の
意
識
が
高
い
地

域
で
と
ど
ま
っ
た
人
が
多
か

っ
た
こ
と
が
意
外
だ
っ
た
。

自
宅
で
被
災
が

・
９
％

と
い
う
数
字
は
シ
ョ
ッ
ク

だ
」

　
｜
と
ど
ま
っ
た
要
因
を
ど

う
考
え
る
か
。

　
「
過
去
の
経
験
と
教
訓
を

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
転
入

や
新
し
い
世
代
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
『
こ
こ
は
来
な
い
だ

ろ
う
』
と
い
う
安
心
感
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
ら

た
め
て
津
波
に
対
し
て
行
動

を
取
る
こ
と
の
重
要
性
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」

　
｜
犠
牲
者
が
い
た
位
置
を

動
き
で
再
現
し
た
こ
と
で
見

え
て
く
る
も
の
は
。

　
「
沿
岸
部
か
ら
離
れ
て
い

る
人
が
と
ど
ま
っ
て
い
た
と

い
う
傾
向
は
、
一
見
し
て
分

か
る
。
宮
古
市
田
老
の
場
合

は
防
潮
堤
が
安
心
感
や
意
識

の
低
下
を
助
長
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
た
だ
、
防
潮
堤
が

悪
い
わ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ

れ
は
『
完
全
な
物
は
な
い
』

と
し
て
、
避
難
の
重
要
性
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

　
｜
車
で
移
動
す
る
様
子
も

再
現
し
た
。

　
「
車
と
い
う
避
難
手
段
は

重
要
だ
が
、
多
く
の
リ
ス
ク

を
伴
う
の
は
確
か
だ
。
車
を

含
め
て
避
難
の
地
域
ル
ー
ル

を
作
る
べ
き
。
幹
線
道
路
や

来
訪
者
向
け
の
避
難
誘
導
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

　
｜
避
難
行
動
を
促
す
情
報

提
供
の
在
り
方
は
。

　
「
津
波
の
高
さ
と
到
達
時

間
で
は
判
断
で
き
ず
、
浸
水

範
囲
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
科
学
技

術
面
で
支
援
し
て
い
く
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
見
ら

れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
用
化

レ
ベ
ル
に
な
っ
て
き
た
。
た

だ
情
報
を
受
け
て
か
ら
逃
げ

る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。
い
ち

早
い
避
難
が
必
要
だ
」

　
｜
避
難
し
や
す
く
す
る
た

め
何
を
す
べ
き
か
。

　
「
行
政
や
専
門
家
も
含
め
、

よ
り
安
全
な
避
難
態
勢
を

整
え
る
こ
と
だ
。
避
難
場
所

の
確
保
や
評
価
は
大
事
だ

が
、
実
は
そ
こ
ま
で
の
経
路

が
重
要
。
避
難
場
所
の
指
定

で
終
わ
ら
ず
、
渋
滞
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
状
況
に
よ
っ
て

選
択
で
き
る
複
数
経
路
な

ど
、
綿
密
に
避
難
で
き
る
態

勢
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

　
｜
す
ぐ
逃
げ
る
こ
と
が
大

事
だ
が
、
避
難
が
難
し
い
災

害
弱
者
も
い
る
。

　
「
震
災
を
受
け
、
全
国
に

『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』
が
認

識
さ
れ
て
い
っ
た
。
究
極
の

自
助
だ
が
、
そ
の
本
質
は
共

助
だ
と
思
う
。
大
津
波
は
自

助
で
し
か
生
き
残
ら
れ
な
い

が
、
高
齢
者
に
あ
ら
か
じ
め

安
全
な
場
所
に
住
ん
で
も
ら

う
、
サ
ポ
ー
ト
を
決
め
て
お

く
な
ど
、
備
え
と
し
て
共
助

が
必
要
。
（
今
回
犠
牲
が
多

か
っ
た
）
民
生
委
員
や
消
防

団
員
ら
が
危
険
な
場
所
に
行

く
と
い
う
こ
と
は
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
「
て
ん
で
ん
こ
は
津
波
か

ら
一
目
散
に
安
全
に
逃
げ
る

こ
と
。
こ
の
表
の
意
味
だ
け

で
は
冷
た
い
世
の
中
に
な

る
。
事
前
に
備
え
と
し
て
助

か
る
対
応
を
す
る
こ
と
が
大

事
。
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
、
サ

ポ
ー
ト
、
高
台
移
転
な
ど
避

難
し
な
く
て
も
い
い
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
」

（
聞
き
手
は
報
道
部
・
鹿
糠

敏
和
）

　
震
災
犠
牲
者
の
行
動
記
録
を

再
現
し
た
意
義
を
首
都
大
学
東

京
の
渡
辺
英
徳
准
教
授
（
情
報

デ
ザ
イ
ン
）
に
、
犠
牲
者
の
遺

訓
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
東
北
大
災
害
科
学
国
際

研
究
所
長
の
今
村
文
彦
教
授

（
津
波
工
学
）
に
聞
い
た
。

　岩手日報社は９日、首都大学東京の渡辺英徳

准教授の研究室と共同で制作した「忘れない　

震災犠牲者の行動記録」の特設サイトを全面公

開しました。パソコンやスマートフォンで見る

ことができ、スマホのサイトは２次元バーコー

ド（ＱＲコード）からアクセスが可能です。

　岩手日報社ホームページの震災特集ページ

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｗａｔｅ－ｎｐ．ｃｏ．ｊｐ／３１１ｓｈｉｎｓａｉ／

ｓｈｉｎｓａｉ＿ｔｏｐ．ｈｔｍｌ）からも閲覧できます。

　犠牲者の位置を地図上に表示し、震災発生時

から津波襲来時までの避難行動の動きを動画で

ご覧いただけます。画面上の青色は男性、赤色

は女性。軌跡は移動を表し、自動車など乗り物

での移動の場合は長くなります。

　犠牲者を表す⑧点をクリックした後、画面

上にある⑨自動車マークを押すと、Ｇｏｏｇ

ｌｅ®ストリートビューが起動します。⑩画

面下に被災地の様子が表示されます。

　一人一人の動きは地震発生時と津波襲来時

を結んだもので、動いた方向と速度（ 分間

の平均移動軌跡）を示します。途中で引き返

した場合などは、その通りに表示できないこ

とがあります。

　犠牲者一人一人を表す⑤点をクリックする

と、遺族の了解を得た犠牲者６８７人について

は、画面右上に⑥犠牲者の行動記録情報が表

示されます。⑦２Ｄ、３Ｄの切り替えも可能。

操作が重い方はお試しください。スマートフ

ォンからアクセスすると自動的に２Ｄモード

になります。

　マウスの左ボタンを押したまま上下左右に

動かすことで視点が移動します。パソコン（Ｗ

ｉｎｄｏｗｓ）はマウスホイールを前後に回

転することで、地図の拡大・縮小ができます。

　角度を変えるにはマウスの中央ホイールを

押したまま上下に動かすか、「Ｃｔｒｌ」キ

ーを押しながらマウスで操作します。

　サイトを開き、オープニング画面が終わる

と操作できます。画面左下で①再生／停止が

可能。画面下の②時間軸スライダーは左が地

震発生の２０１１年３月 日午後２時 分、右に

行くほど津波発生時に近づく時間の経過を表

します。

　左上の③視点切り替えで被災した場所を選

べます。「岩手県」を選ぶと県内沿岸の全景

を見ることができ、そこから好きな場所を選

ぶことも可能です。

　右上に三つ並んだボタンの真ん中の④地図

切り替えでは「被災直後」のほか「がれき撤

去後」「１９７４｜ 年」など航空写真・地図を

変えることができます。

（第３種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）３月９日（水曜日） 特 集 （１６）

震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
大
切
さ
を
説
く
工
藤
浩
一
さ

ん
（
右
）
。
長
男
航
さ
ん
は
次
世
代
と
し
て
語
り
継

ぐ
こ
と
を
誓
う
＝
田
野
畑
村
松
前
沢
の
島
越
駅
前

　【調査方法】震災犠牲者の生きた証し

を残す企画「忘れない」の取材に協力い

ただいた県内外の遺族２４００人を対象に本

社記者が面談と郵送で実施。昨年 月６

日から今年１月 日までに遺族１５４９人か

ら回答を得て、犠牲者２１３５人（男性１００８

人、女性１１２７人）の震災時の行動を分析

した。地震発生時と津波到達時にいた場

所が判明した１３２６人は避難行動を再現。

遺族の了解を得た６８７人（男性２９６人、女

性３９１人）は実名で掲載した。地図は国

土地理院の航空写真を利用している。県

内の死者・行方不明者は５７９６人。「忘れ

ない」では、連載を開始した 年３月か

らこれまでに３４２８人を掲載している。

　
海
岸
沿
い
の
国
道

号

を
津
波
が
乗
り
越
え
た
野

田
村
で
は
、
車
で
移
動
中

に
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
て

犠
牲
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が

目
立
っ
た
。

　
普
代
村

地
割
の
芦
生

信
一
さ
ん
（

）
は
通
院
し

て
い
た
久
慈
市
の
病
院

か
ら
の
帰
り
道
。
久
慈
工

高
生
だ
っ
た
内
野
沢
美
里

さ
ん
（

）
も
お
じ
の
運
転

で
普
代
村
の
自
宅
に
帰
宅

途
中
、
野
田
村
で
津
波
に

遭
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　
同
村
野
田
の
片
座
隼
貴

さ
ん
（

）
は
一
度
村
役
場

に
避
難
し
た
も
の
の
、
母

親
を
迎
え
に
車
で
海
側
の

国
道

号
方
向
に
向
か
っ

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
野

田
村
で
津
波
に
遭
っ
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
犠
牲

者
の
う
ち
、
車
で
移
動
中

だ
っ
た
の
は

％
超
で
、

沿
岸
全
域
の
８
・
４
％
よ

り
高
か
っ
た
。

　
幹
線
道
路
は
住
民
の
生

活
に
密
着
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
土
地
勘
が
な
い

人
が
通
過
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
津
波
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
海
沿
い

の
道
路
利
用
は
避
け
る
こ

と
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
危
険

を
確
実
に
知
ら
せ
る
標
識

や
情
報
伝
達
手
段
の
整
備

も
不
可
欠
だ
。

　

野
田
村

　
起
伏
が
多
い
地
形
で
、
海

岸
段
丘
が
広
く
分
布
。
製
塩
が
盛
ん
だ
。

震
災
で
は
行
政
、
商
業
機
能
が
集
積
し
た

城
内
・
泉
沢
地
区
、
水
産
業
な
ど
が
盛
ん

な
米
田
・
南
浜
、
玉
川
・
下
安
家
、
中
沢

・
港
の
４
地
区
が
被
災
し
、死
者

人
。津

波
は
二
重
の
堤
防
を
越
え
て
市
街
地
を
襲

い
、
水
産
関
連
施
設
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
国
道
、県
道
な
ど
の
通
行
止
め
で
、

村
が
一
時
孤
立
し
た
。

　

久
慈
市

　
総
面
積
の

％
を
森
林
が

占
め
、
久
慈
川
、
長
内
川
な
ど
が
渓
谷
を

形
成
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」の
ロ
ケ
地
と
し
て
有
名
。

震
災
で
は
死
者
２
人
、
不
明
２
人
。
久
慈

港
周
辺
に
津
波
が
押
し
寄
せ
、
久
慈
湊
、

久
喜
地
区
も
被
災
。
半
崎
地
区
で
は
久
慈

国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
地
上
施
設
が
ほ
ぼ

全
壊
し
た
。
同
市
沖
で
は
湾
口
防
波
堤
の

整
備
が
進
む
。

　

田
野
畑
村

　
南
北
約

㌔
の
海
岸
線

は
ほ
ぼ
直
線
的
で
、
北
山
崎
や
鵜
の
巣
断

崖
な
ど
の
景
勝
地
が
有
名
だ
。
震
災
で
は

最
大

・
５
㍍
の
津
波
が
到
来
し
島
越
、

羅
賀
、
明
戸
、
机
浜
の
４
地
区
が
被
災
。

死
者

人
、
不
明

人
。
住
家
や
漁
港
、

宿
泊
施
設
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
島
越
駅
の
駅
舎
は

全
壊
。
三
陸
鉄
道
は
２
０
１
４
年
に
全
線

再
開
し
、
同
駅
も
復
旧
し
た
。

　

普
代
村

　
山
間
部
に
北
上
山
系
が
広

が
り
、
沿
岸
部
は
標
高
約
１
５
０
㍍
の
海

岸
段
丘
が
連
な
る
。
黒
崎
沖
は
三
陸
漁
場

の
心
臓
部
と
言
わ
れ
、
水
産
業
が
主
要
産

業
だ
。
震
災
で
の
死
者
は
な
か
っ
た
が
１

人
が
行
方
不
明
と
な
り
、
海
沿
い
の
漁
港

や
養
殖
施
設
な
ど
が
被
災
。
高
さ

・
５

㍍
の
普
代
水
門
、
太
田
名
部
防
潮
堤
が
津

波
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
民
家
の
浸

水
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
岩
手
日
報
社
と
渡
辺
英
徳
准
教
授
の
研
究
室
が
行
っ
た

犠
牲
者
の
行
動
再
現
か
ら
、
「
命
を
守
る
た
め
、
ま
ず
逃

げ
る
」と
い
う
原
則
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

田
野
畑
村
で
は
様
子
を
見
て
い
て
避
難
が
遅
れ
た
人
が
、

野
田
村
で
は
災
害
弱
者
を
助
け
る
た
め
高
台
か
ら
戻
っ
た

人
が
津
波
に
の
ま
れ
た
。

自
動
車
で
の
移
動
中
に
被

災
し
た
人
も
少
な
く
な

い
。
犠
牲
者
の
遺
訓
を
刻

み
、
次
の
津
波
で
は
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
と
い
う
誓

い
を
立
て
た
い
。

　

洋
野
町

　
本
県
沿
岸
の
最
北
端
に
位

置
す
る
。伝
統
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
式
潜
水
「南

部
も
ぐ
り
」
発
祥
の
地
で
、
県
内
有
数
の

ウ
ニ
の
産
地
。
震
災
で
は
町
役
場
が
あ
る

種
市
地
区
で
魚
市
場
や
県
栽
培
漁
業
協
会

の
事
業
所
が
全
壊
し
、
八
木
地
区
で
は
住

家

戸
が
半
壊
以
上
と
な
っ
た
。
沿
岸
市

町
村
で
唯
一
、
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
。

復
興
事
業
は
２
０
１
６
年
度
に
お
お
む
ね

完
了
す
る
見
通
し
だ
。

　

岩
泉
町

　
本
州
で
最
も
面
積
が
広
い

町
で
小
本
川
、
安
家
川
、
摂
待
川
流
域
に

沿
っ
て
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
日
本
三
大

鍾
乳
洞
の
一
つ
の
龍
泉
洞
が
あ
る
。
震
災

で
は
沿
岸
部
の
小
本
地
区
を
津
波
が
襲
い

死
者
７
人
。住
家
は
１
７
７
戸
が
全
壊
し
、

役
場
施
設
や
学
校
な
ど
も
被
災
し
た
。
浸

水
し
た
小
本
小
、
小
本
中
は
津
波
浸
水
区

域
外
に
移
転
新
築
さ
れ
、４
日
に
竣
工
（し

ゅ
ん
こ
う
）
式
が
行
わ
れ
た
。

　
津
波
は
沿
岸
北
部
で
も

多
く
の
尊
い
命
を
奪
っ

た
。
地
震
発
生
時
、
田
野

畑
村
羅
賀
の
自
宅
に
い
た

廣
内
松
平
さ
ん
（

）
は
、

し
ば
ら
く
様
子
を
見
て

い
た
た
め
逃
げ
遅
れ
た
。

本
紙
企
画
「
忘
れ
な
い
」

の
取
材
に
協
力
い
た
だ
い

た
遺
族
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
岩
泉
町
以
北
の

犠
牲
者
で
自
宅
に
い
た
人

は

％
（
県
内
沿
岸
全
地

域

・
９
％
）
と
多
か
っ

た
。

　
同
村
松
前
沢
の
三
陸
鉄

道
北
リ
ア
ス
線
島
越
駅
近

く
に
住
ん
で
い
た
工
藤
留

美
子
さ
ん
（

）と
ミ
ツ
ヱ

さ
ん
（

）は
、
自
宅
の
目

の
前
の
線
路
に
避
難
。
高

台
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

津
波
は
線
路
を
越
え
て
押

し
寄
せ
、
流
さ
れ
た
。
遺

族
は
少
し
で
も
高
い
場
所

へ
逃
げ
る
必
要
性
を
訴
え

る
。

た
だ
し

　
野
田
村
野
田
の
中
野
中

さ
ん
（

）
は
自
宅
か
ら
す

ぐ
に
高
台
の
避
難
場
所
に

一
度
避
難
し
た
が
、
足
が

不
自
由
な
近
所
の
人
を
助

け
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
戻

ら
な
か
っ
た
。

　
岩
泉
町
以
北
で
避
難
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
犠
牲

者
は

％
（
同

・
４
％
）
。

地
震
発
生
か
ら
津
波
襲
来

ま
で
の
時
間
は
限
ら
れ

る
。
災
害
弱
者
を
救
う
ル

ー
ル
を
あ
ら
か
じ
め
地
域

で
決
め
て
お
く
な
ど
の
対

策
が
重
要
だ
。

　
沿
岸
北
部
の
状
況
を
見

て
い
く
と
、
対
策
と
し
て

行
き
着
く
先
は
「
津
波
て

ん
で
ん
こ
」
の
教
え
に
な

る
。
岩
手
日
報
社
が
掲
げ

た
▽
と
に
か
く
逃
げ
る
　

逃
げ
た
ら
戻
ら
な
い
▽
避

難
場
所
を
過
信
せ
ず
、
少

し
で
も
高
い
場
所
へ
▽
助

か
る
た
め
の
避
難
訓
練
を

▽
「
こ
こ
ま
で
津
波
は
来

な
い
」
は
通
用
し
な
い
▽

災
害
弱
者
を
救
う
ル
ー
ル

づ
く
り
を
｜
の
「
命
を
守

る
５
年
の
誓
い
」
に
も
通

じ
る
。

　
沿
岸
部
は
、
東
日
本
大

震
災
の
余
震
や
日
本
海
溝

の
外
側
の
海
底
地
形
が
盛

り
上
が
る
「
ア
ウ
タ
ー
ラ

イ
ズ
地
震
」
へ
の
警
戒
が

ま
だ
ま
だ
必
要
だ
。
全
国

的
に
も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
、
首
都
直
下
地
震
へ

の
対
策
が
急
が
れ
る
。

　
行
動
記
録
を
た
ど
る
こ

と
で
見
え
て
く
る
津
波
へ

の
備
え
。
次
の
津
波
で
１

人
も
死
者
を
出
さ
ぬ
よ

う
、
生
き
残
っ
た
者
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
犠
牲
者
へ
の

弔
い
に
な
る
。

（
亡
く
な
っ
た
人
の
年
齢

は
当
時
）

　
津
波
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
田
野
畑
村
松
前
沢

に
そ
び
え
る
三
陸
鉄
道
北

リ
ア
ス
線
島
越
駅
。
移
転

復
旧
し
た
真
新
し
い
駅
舎

の
す
ぐ
そ
ば
に
工
藤
浩
一

さ
ん
（

）＝
同
村
和
野
＝

の
自
宅
が
あ
っ
た
。

　
震
災
当
日
、
自
宅
で
強

い
揺
れ
を
感
じ
た
母
ミ
ツ

ヱ
さ
ん
＝
当
時
（

）
、

妻
留
美
子
さ
ん
＝
同
（

）
＝
は
近
く
の
線
路
上
に
避

難
。
消
防
団
員
も
海
の
様

子
を
見
る
高
台
だ
っ
た

が
、
津
波
は
無
情
に
も
線

路
ご
と
の
み
込
ん
だ
。

　
予
想
以
上
の
波
の
痕
跡

に
、
工
藤
さ
ん
は
「
こ
こ

な
ら
大
丈
夫
と
避
難
し
、

巻
き
込
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
」
と
推
し
量
る
。

　
揺
れ
た
ら
め
い
め
い
で

す
ぐ
に
逃
げ
る
「
て
ん
で

ん
こ
」
。
２
人
は
そ
の
教

え
を
守
っ
た
と
考
え
る
が

「
高
台
だ
か
ら
と
安
心
せ

ず
、
よ
り
高
い
場
所
に
逃

げ
る
行
動
が
必
要
だ
っ

た
」と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
。

　
過
去
の
災
禍
を
超
え
る

犠
牲
を
出
し
た
今
回
の
震

災
だ
が
、
「
津
波
の
恐
ろ

し
さ
は
動
画
な
ど
目
に
見

え
る
形
で
残
さ
な
け
れ
ば

い
つ
か
忘
れ
ら
れ
る
」
。

　
風
化
を
危
惧
す
る
父
の

わ
た
る

言
葉
に
長
男
航
さ
ん
（

）

は
自
宅
跡
地
で
決
意
す

る
。
「
津
波
を
経
験
し
た

私
た
ち
が
子
や
孫
に
震
災

の
教
訓
を
伝
え
て
い
く
」

（第３種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）３月９日（水曜日）特 集（１７）


